
News Release

公益財団法人日本文化藝術財団は、日本の伝統文化および現代芸術の保護、育成及び振興、普及向上の取組みの一つとして、芸術系大学に就学する学生に対し奨学金
給付を行っています。「日本文化藝術奨学生」は対象を大学院生とし、より優れた技量・才能・将来性を評価し支援するもので、真 に芸術に取り組み、将来の日本の
文化・芸術の担い手となるであろう学生を支援する奨学金です。本年度の授与式は 2024 年 2月 14 日に明治記念館にて「創造する伝統賞」と併せて執り行います。

公益財団法人 日本文化藝術財団
1993 年 11 月に設立、2010 年 6月に公益財団法人に移行。「創造する
伝統」をテーマに、日本の伝統文化と現代芸術の保護・育成および振
興を図るとともに、日本の文化・芸術の普及向上、国際交流活動の促
進に努め、新しい時代の文明の創造を目的として、芸術家・研究者・
技能者の顕彰、芸術系大学院生への奨学金給付、文化芸術のイベント
開催などの活動を続けています。
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本来第三者に伝わることのない個人的
な記憶、生活に付随した思想をテーマ
としながら、母娘問題に伴う執着と解
放を制作の根底におき作品制作を行
う。学部時代主に制作していた自作自
演での映画制作を噛み砕き、現在は映
像、立体、パフォーマンス作品などに
取り組む。分野や発表形式に捉われな
い制作を行う中で、自分自身が持つ制
作テーマや創作行為そのものについて
多角的に再考している。
    

鈴木 理利子  
SUZUKI Ririko

【選評】（三瀬 夏之介）
個人的な問題に伴う執着や抑圧から生まれる切実な表現への動機がここにはある。それが様々な
出会いや環境の変化によって劇的に個を突き抜け、我々に届くものとして今眼前にある。それは
客観的に自身を眺めるための迂遠な創作過程を経ている。今後の触覚としての映像への可能性を
期待したい。

東京藝術大学大学院
美術研究科 先端芸術表現専攻 

「Episodic memory」（2022 年）

上田 さつき 
 UEDA Satsuki

東京藝術大学大学大学院
美術研究科 デザイン専攻

【選評】（成田 宏紀）
上田氏のグラフィックアートにおける技術と創造力は疑うものがない。イメージの氾濫する現代
の中にあっても際立って魅力的で独自の表現を生み出している。作品の中に過去のグラフィック
デザインの伝統が強く刻みこまれていると同時に、新しい時代を開いていく斬新さも併せ持ち、
日本のグラフィクデザインを牽引する存在になると確信できる。

この 1年間、私は Imaginary Flowers
という想像上の花を制作し、それを
SNS に投稿しています。それが予想
外にも人々から愛される存在になり
つつあることを発見しました。「架空
の花」が本物の花と同等の愛でられ
方をした時、その良い違和感と対峙
しました。この経験を大切に、
Imaginary Flowers を作り続け、その
存在を広げていくことを目標にして
います。    
    

「Imaginary Flowers Market」（2022 年） 

福岡を中心とした九州における近現
代美術史のリサーチと執筆を続ける。
途切れがちな近現代日本が経験した
それぞれの形式を貫通するような新
しい作品を目指して、絵画を起点と
して彫刻、建築等の形式の物質とし
ての構造を融合させる制作を行う。
東京都立川市にて運営する共同アト
リエでの展覧会や映画祭の企画も行
うなど、絵画を中心にしつつもジャ
ンルに拘らない活動を行う。

武蔵野美術大学大学院
造形研究科 美術専攻 

【選評】（杉浦 幸子）
手を動かし、素材とアクチュアルに向き合いながら、異質な素材と素材を出会わせることで生み出
した作品、またそれら作品と外界をつなぐ機能をもつタイトルに、表現の強度と魅力を感じた。自
問自答を通し、内的な思考を深める制作姿勢には、新たな美術の地平を拓く将来性を感じる。

《モナリザ》を想起してみる。Google
画像検索で《モナリザ》を検索すると、
我々はありとあらゆる《モナリザらし
きイメージ》を参照できる。しかしこ
れは全て真のモナリザではない《モナ
リザ ‘( モナリザダッシュ )》であり、
真のモナリザはルーブル美術館で今も
なお変質し続けている。しかし我々の
持つイメージ、《モナリザ ‘》自体は保
持され、イデア界に変質せず存在し続
ける。さて我々が呼んでいるこの「イ
メージ」とは何か？ ( 修了制作のテキ
ストより抜粋 )   

【選評】（杉浦 幸子）
諏訪部のステートメントとポートフォリオは、単にものづくりとしての制作ではなく、この地球
上で生まれ、生きることを思考し、その思考を素材を通して外在化させることこそが制作である
ことを真 に伝えてきた。日本という枠に囚われず、さらに強く伸びやかに制作を続けてほしい。

東京藝術大学大学院
美術研究科 美術専攻  

諏訪部 佐代子
SUWABE Sayoko

大学の位置する京都の歴史ある建
築を実測しリノベーションの提案
を行うなど、既存の建築の魅力を
残しつつそこに新しさを加えると
きの調和について考えてきました。
現在は、フランス留学を経て、フ
ランスにおける建築の保存再生の
状況をそれを支える制度から具体
的なデザインまでを明らかにする
ことを目指し研究を行っています。 

京都工芸繊維大学大学院
工芸科学研究科 建築学専攻 

「石塀小路」（2022 年） 

【選評】（成田 宏紀）
北村氏は建築や都市の保存再生をその分野で先進的なフランスで学びながら、我が国の伝統的な街
並みをどのように保存継承していくかの研究を行なっている。リサーチに裏付けられた確かな研究
とデザイン、それを魅力的に伝えるプレゼンテーションの能力は、古い建築、街並みに新しい価値
を与え、未来へと繋ぐ力となることが期待できる。

ナギ ソラ 
NAGI SORA

血縁関係や人同士の関係性など、
確かに感じるが目には見えない存
在を彫刻やパフォーマンスなど、
様々な媒体を通して可視化を試み
る。目に見えないものへの恐怖感
や不気味さを表現するために、彫
刻やドローイングでは幽霊のよう
なイメージを用いることが多い。
    
    

【選評】（近藤 健一）
ナギソラ氏は脳科学や神経学の視点も取り入れて、人の気配や血縁関係など不可視なもの、触れ
られないものを造形化するというユニークな研究を行う。これから広島の数か所の公共空間でプ
ロジェクトを実施し、海外への交換留学も予定されているが、その意欲的で具体的な活動計画が
評価された。

「喉の奥のやわらかいところ〈Hand feeling〉 」（2023 年） 

広島市立大学大学院
芸術学研究科 造形芸術専攻　 

2023 年度「日本文化藝術奨学生」決定

江崎 空悟

「ONo.101 Disir ilin」（2022 年） 

「The image no longer exists」 （2023年） 

 EZAKI Kugo

北村 佳穂 
KITAMURA Kaho



素材の透明感、生産工程の透明性、素
材をリサイクルして活用し、廃棄にお
いても透明にこだわる。ジュエリー、
シャンデリア、バッグと形を変えなが
ら、自ら素材開発から行い、常に「透明」
な作品を制作している。「ラグジュア
リーの再定義」をテーマに、未だ世界
に存在しない新しい価値を生み出す。

 

中村 暖
NAKAMURA Dan

【選評】（近藤 健一）
中村氏は、実物のクロコダイルの 3Dデータからリサイクル可能なアクリル素材で「透明なワニ革」
を作り、また繰り返し使用可能なバッグやジュエリーの制作研究を行ってきた。環境に対する意識
が高まる昨今の潮流とも呼応し、本人の活躍も目ざましいフェーズに入っており、さらなる活躍が
期待され支援に値する。

髙橋 侑子 
TAKAHASHI Yuriko

東北芸術工科大学大学院
芸術工学研究科 芸術文化専攻 

ドローイングから発展させた絵画と、
その効果を研究しています。「描くこ
とに対する欲求そのものを体現する絵
画」が作品制作のテーマです。キャン
バスに油彩を基本としていますが、布
や金属など様々な素材を組み合わせる
こともあります。

「ガラス美術館」（2023 年） 

人と生きていくためにものづくりをしています。制作
やその行為が一方通行ではなく、自分と他者が共通点
を持って、その関係をずっと続けられるように、他者
と共生していく過程の一環として制作をしています。 

刀禰 静
TONE Shizuka

京都市立芸術大学大学院  
美術研究科 美術専攻 

【選評】（近藤 健一）
刀禰氏は針金やコンクリートといった素材を用い、他者の存在や自分と他者との関係性を模索する
コンセプチュアルな作品を制作してきた。今後は、「関係性」や「共存し続ける」ことについて研究
し作品に反映させていきたいという。一貫したテーマを真 に追求し発展させていく姿勢が評価さ
れた。

私は人のモノの捉え方に興味がある。目の前にある 
3 次元のモノをどのように捉えることができ、そし
てそれを 2次元の絵画としてどのように表現するこ
とが可能であるかを実践を通して考えている。  

【選評】（椿 昇）
すでにアーティストフェア KYOTOでも実績があり、その後も活発なアーティスト活動をしてい
る中堅作家である。その作品をずっと眺めていると科学と芸術が未分化であったプリニウスの博
物誌と共振する何かを感じる。博物画や挿画は、芸術の抑圧によって数世紀の間、不思議な場所
で生き延びた。文字でもあり記号でもあり惑星の外部からコールしているとも言える、堀川の判
別不能な特殊な形状には、明らかに今までのアートがハンドリング出来なかった「何か」が存在
する。永遠が、この惑星の外部にあるのも悪くない。

京都市立芸術大学大学院
美術研究科 美術専攻

「ラグビーボール #1.18.5..10 + Sof Ⅰ Har. 触ー目 . Org: Top」（2019 年）
写真：表恒匡

堀川 すなお
HORIKAWA Sunao

日本の産地と織構造に関わる服づくり
をテーマに、産地を訪問しながら制作
を行う。調査を通して見えてくる産地
と社会が抱える課題を結びつけ、時代
に左右されずに長く続いていけるもの
づくりの視点からデザインを思考し、
課題解決に取り組む。産地の特性を活
かした織地と造形の美しい関係を明ら
かにし、ものづくりの伝統と人々の記
憶を未来に繋いでいくきっかけを社会
に提示していきたい。

「自分史」（2022 年） 

中村 瑛美
NAKAMURA Emi

【選評】（杉浦 幸子）
制作と研究両面から素材と技術に丹念に向き合い、主観と客観の間を行き来しながら、作家として
成長してきたことが窺え、これからの発展に期待を感じた。特に、作品を単体で存在させるのでは
なく、人や場と関わり、ストーリーを紡ぎ出す生き物のように捉えているところに惹かれる。

中川 桃子 
NAKAGAWA Momoko

私は粘菌と共に生活し、写真を撮影するとい
う日常的な行為を「世界の触診」となぞらえ
て制作を行っています。モチーフとして人間
の皮膚や都市における建築物の壁など "境界
" とされてきたものを扱い、写真を利用して
平面作品やインスタレーションを展開しま
す。身体性が薄れゆく情報の海のなか、人間
という生命体がサバイブするための呼吸法を
模索しています。  

【選評】（三瀬 夏之介）
自由に変形する粘菌や身体における細胞の入れ替わりに都市構造物の新陳代謝が重ねられる。さら
には皮膚のメタファーとしての写真皮膜の自在な変形によって身体の輪郭は拡張され押し広げられ
る。それはデジタル時代における身体を取り戻すための彼女なりの切実な方法なのだろう。

「LOVE patrol」（2023 年） 

京都芸術大学大学院
芸術研究科 芸術専攻

■授与式典について

日時：2024 年 2月 14 日（水） 
場所：明治記念館 

※「創造する伝統賞」授賞式典との併催 

多摩美術大学大学院
美術研究科 デザイン専攻

東京藝術大学大学院
美術研究科 デザイン専攻

「累ねる」（2023 年）

「Neo clear crocodile jewelry」（2018 年） 

三浦 流
MIURA Ryuto 

愛知県立芸術大学大学院
美術研究科 油画・版画専攻

【選評】（椿 昇）
三浦は相当に厄介な存在だ。一筋縄では行かない事くらい、その洗練を装ったタイトルに隠された
多重のハレーションが、決して観る物に焦点を合わされないように逃走しているのが見て取れる。
もちろんそのペインティングも「ペインティングとは何か！」などという古色蒼然とした議論には
決して巻き込まれないような絶妙の「はぐらかし」がエレガントに内包されている。解体とか構築
とか汗臭い手法からさっさと逃げながら、きっちり元を取る知性には素直に喝采を送りたい。

2000 年岐阜県生まれ。絵画、版画、デザイン、陶芸、
展覧会企画など、様々な領域を軽やかに横断し、視覚
表現、美術とデザインについて思考しながら、「柔ら
かさ」をキーワードに、新しい表現の研究、制作活動
を行っています。  

  

【選評】（椿 昇）
長く京都芸術大学の美術工芸学科の学生を見てきたが、高橋は無理なく絵を描く才能に恵まれた稀有な人
材であると感じた。推薦文に『DOUBLE ANNUAL2023( 京都芸術大学とのコラボ展 ) 選抜出品をきっかけ
に発表に対する 意識が大きく変わり、作家としての自立に向けて大きく踏み出した感がある』とあるが、
モニタ越しではあるが、その筆致に一生の転機を迎えた勢いと喜びが踊っている。日常を愛して楽しく絵
を描き続けて欲しい。

「透かしブロックのある塀」（2023 年） 


